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鉄道事故の概要（1/2）

事業者名 北海道旅客鉄道株式会社事業者名 北海道旅客鉄道株式会社

事故種類 列車脱線事故

発生日時 平成23年5月27日(金) 21時55分ごろ発生日時 平成23年5月27日(金) 21時55分ごろ
ゆうふつ しむかっぷ

発生場所 北海道勇払郡占冠村
せいふうざん

石勝線 清風山信号場構内

列 車 釧路駅発 札幌駅行き列 車 釧路駅発 札幌駅行き

上り特急気第4014D列車

（スーパーおおぞら14号 6両編成）

死 傷 者 乗 客 78名（軽傷）

乗務員 1名（軽傷）



鉄道事故の概要（2/2）

• 平成23年5月27日(金)、スーパーおおぞら14号が
清風山信号場付近を走行中 車掌は異音を聞く清風山信号場付近を走行中、車掌は異音を聞く
とともに振動を感じて運転士に連絡し、運転士
は停止手配を取 たは停止手配を取った。

• 列車は第１ニニウトンネル内に停止し、その後、
列車から発生した火災により白煙が列車内に流
入した。

• 列車の乗客248名及び乗務員4名は、歩いてトン
ネル外に避難した。このうち、乗客78名及び乗ネル外に避難した。このうち、乗客78名及び乗
務員1名が負傷した。

列車は ５両目後台車第1軸が左に脱線していた• 列車は、５両目後台車第1軸が左に脱線していた
ほか、６両全てが焼損した。



石勝線路線図

南千歳駅～新得駅間 １３２.４㎞（単線）ほか 計１４８.５㎞

滝川

新得

札幌

根室線 根室
帯広

新得
南千歳

石勝線

事故現場 釧路

根 線

新夕張駅 オサワ 東オサワ 占冠駅

列車進行方向

楓 ト ム駅

～～

新夕張駅
清風山
信号場

オサワ
信号場

東オサワ
信号場

占冠駅楓
信号場

トマム駅



事故現場付近の地形図
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現時点までの主な調査事項

① 関係者からの口述聴取① 関係者 聴取

② 鉄道施設の損傷状況に関する調査

③ 車両 損傷状況 関す 調査③ 車両の損傷状況に関する調査

④ 動力伝達装置の破損に関する調査④ 動力伝達装置 破損に関する調査

⑤ 火災による施設及び車両の焼損状況に関する調査

⑥ 避難誘導及び救護に関する調査



脱落した床下機器の主な部品の発見地点と、事故現場付近のまくらぎの損傷（概要）

制輪子留具カサ歯車取付ボルト

減速機球面軸受の内輪制輪子留具

ブレーキ引棒部品

変速機底面

減速機カサ歯車列⾞停⽌位置 (66k828m)

◗ ◗◗66k800 67k000 67k200 67k400

制輪子

減速機歯車
の調整板

脱線痕（４両目後台車全２軸による） 脱線痕
（４両目後台車第１軸による）５両目後台車第１軸

脱線 （脱線痕）

１両⽬ ２両⽬ ３両⽬ ４両⽬ ５両⽬ ６両⽬

４両目後台車全２軸
車輪の損傷

← 札幌駅⽅
◗

◗◗◗

◗

◗◗◗◗

第１ニニウトンネル
減速機吊り部の衝突による
と見られる、まくらぎの損傷

●Ⓐ
２１
分岐器

１１イ
分岐器

67k600 67k800 68k000
減速機支えチリヨケ

脱線痕
（４両目後台車第１軸による）

◗◗◗◗◗◗

◗

◗◗

第２ニニウトンネル

減速機吊り部の衝突によると見られる、
まくらぎの損傷

断続した油痕

●Ⓐ ●Ⓑ

１２ロ
分岐器

１２イ
分岐器

68k200 68k400 68k600
推進軸ボールスプラインのボール

推進軸ばね推進軸継手

まくらぎの損傷

（注） 図のパターンは、損傷の本数に符合しない。 減速機吊り部によると見られる、擦過痕

断続した油痕

●Ⓑ ●Ⓒ

推進軸オイルシール推進軸外筒

◗◗

◗

◗

第２ニニウトンネル

●Ⓑ ●Ⓒ

◗
◗減速機カサ歯車の衝突による

と見られる、まくらぎの損傷

※ 半円は、まくらぎの損傷

（大）

（小）

～

脱落した床下機器の部品

衝撃痕

◗ 69k40068k800 69k000 69k200
自在継手受取付ボルト

推進軸Oリングブレーキ蓋取付ボルト

自在継手受減速機吊りピン

自在継手受取付ボルト

釧路駅⽅

◗◗ ◗

◗◗◗◗◗◗◗

●Ⓒ

位置（向き）を表す。

（注） 図中の印は、１～２本のまくらぎに
損傷が見られた箇所を表す。

油の飛散
（69k239m付近、69k235m付近）

釧路駅⽅→

列車進行方向

断続した油痕



清風山信号場構内 分岐器付近の損傷（その１） （釧路駅方）

67k822m付近
脱線箇所

（右側レール）

ＰＣまくらぎ上
締結装置の

67k905m付近
控え棒等の曲損

締結装置ボルト
頭の損傷

木まくらぎ上の
脱線痕（始点）

ＰＣまくらぎ上
の脱線痕

締結装置
破損

列車進行方向

列
車
進
行
方
向

67k875m 67k912m

控え棒等の曲損

67k819m

67k835m
向

１２イ分岐器

釧路駅方→← 札幌駅方

１２ロ分岐器 列車進行方向

67k910m付近
フロントロッドの曲損

67k885m付近

リードレール頭頂面に
線状の傷

67k822m付近
脱線箇所（左側レール）

67k829m付近
乗り上がりの痕跡

67k829m付近

リードレール頭部側面
に擦過痕

底部 傷

レール頭部側面
の擦傷（終点）

列車進行方向

レール底部の傷
（始点）

の擦傷（終点）

レール頭頂面の傷
（終点）

列
車
進
行
方
向67k830m前後

リードレールの変位
ずれ



清風山信号場構内 分岐器付近の損傷（その２） （札幌駅方）

67k120m付近

67k095m付近

リードレールの
左側への傾倒

線状の傷
（頭頂面）

締結装 浮き67k077 付近

67k065m付近

列
車
進
行
方
向

67k104m付近67k074m付近

締結装置の浮き

67k084m付近

67k134m付近

67k077m付近

列
車
進
行

列
車
進

67k130m 67k160m

脱線痕

67k106m

67k104m付近
ガードの打痕

付近

フロントロッド等
の曲損

67k084m付近
締結装置の破損まくらぎの損傷

67k069m ２１分岐器１１イ分岐器

行
方
向

進
行
方
向

釧路駅方→← 札幌駅方

１１イ分岐器

列車進行方向

67k158m付近
ガードの変形と脱線痕

67k155m付近

リードレールの
変位、擦過痕

67k105m付近

クロッシングレールの 擦
過痕と、締結装置の破損

67k081m付近

止め金具の打痕と基本
レール頭部角の擦過痕

67k065m付近

締結装置の破損
（脱線痕の始点）

67k065～067m付近

左レール頭頂面に、
乗り上がりの痕跡

列車進行方向

列
ガードの変形

レール頭部角
の擦過痕

レール頭部角
の擦過痕

第１ニニウトンネル
坑口付近の脱線痕

坑口

列
車
進
行
方
向

脱線痕

止め金具の打痕

締結装置
の破損

レール頭部角
の擦過痕

列車進行方向

締結装置
の破損

列車進行方向



第１ニニウトンネル 列車停止付近の施設の損傷状況（概要）

釧路駅方釧路駅方

67k000m

67k192

66k500m

66k344

札幌駅方

67k029

66k800m 67k000m66k828

黒色～濃灰色を呈する煤が明瞭に付着した範囲

覆工コンクリートの表面が所々剝離した範囲
（66k830m付近～66k950m付近）

67k192m
シェルター出口

66k344m
トンネル入口（ L=685m）

札幌駅方 釧路駅方

67k029m
シェルター入口（L=163m）
トンネル出口

列車前端 列車後端壁面が赤褐色～淡赤褐色に変色した範囲

66k500m付近
66k944m付近

66k800m 67k000m
66k900m66k828m 66k955m

① ② ③ ⑤ ④

変
（66k930m付近～66k818m付近）

②② ③③

66k944m付近 床下機器等の焼損煤が付着した範囲

焼損した木まくらぎ

列車進行方向

①①

⑥

・ ・ ・ ・

赤褐色を呈する
道床、砕石

⑥⑥

煤の
付着

札幌駅方から撮影 札幌駅方から撮影

覆工
コンクリ ト

肩付近には
煤が付着

焼損した

肩付近に
煤が連続
して付着

天端は淡褐色

（釧路駅方から撮影）

④④ ⑤⑤

札幌駅方から撮影
付着

コンクリート
の剝離

覆工コンクリートの
剝離箇所が点在

焼損した
ケーブル類

釧路駅方から撮影 トンネル内の待避所 トンネルの側壁（肩）



動力伝達装置の構成

エンジンの動力は、動力伝達
燃料
タンクエンジンの動力は、動力伝達

装置（変速機、推進軸及び減
速機）を介して動輪に伝達

動輪エンジン

タンク

健全な状態の動力伝達装置 減速機支え棒

特殊座金割りピン

減速機推進軸変速機
台車

冷却装置

溝付きナット

車輪
回転

特殊座金割りピン
(溝付きナット部) 減速機支え装置（吊りピン部詳細）

割りピン
（溝付きナット部）

特殊座金外径80㎜
（図面 は ）

溝付きナット

推進軸 減速機

減速機

回転
方向 減速機

吊りピン

吊りピン脱出
軸受押え

（図面では85㎜）

ブッシュ

減速機カサ歯車

推進軸
回転方向

推進軸 継手

自在継手

吊りピン脱出
防止割りピン

減速機支え棒

球面軸受

動力
（エンジンから）

回転方向
推進軸（継手）

推進軸 減速機吊りピン

減速機支え棒

吊りピン脱出
防止割りピン

ブッシュ



動力伝達装置等の損傷（４両目後部）

ブレーキ装置
の損傷

空気タンク
下部の損傷

減速機の損傷

車体台枠下面の損傷

の損傷

ブレーキつなぎ棒
損傷

列車進行方向

台車枠横バリ
下面の損傷

推進軸保護
枠の損傷

推進軸ボ

の損傷

減速機の損傷
減速機吊りピン
の脱落

下面の損傷

推進軸の
損傷

推進軸ボール

スプライン、ばね、
Ｏリングの脱落

推進軸
外筒の
脱落

制輪子の脱落
減速機カサ
歯車の脱落

自在継手の
脱落

推進軸（継手）
の脱落 減速機吊り部の損傷

動力
（エンジンから）



床下機器の損傷（概要）

列車進行方向

（注）列車先頭から４両目前部の動力ユニットまでの

床下機器には、損傷はない。

列車進行方向列車進行方向

台車枠横バリ下面 燃料タンク（前）下面

エンジン（後）冷却水
ホース 後台車ブレーキつなぎ棒

燃料タンク（前）下面の角

変速機（後）下面

列車進行方向

制輪子
（脱落）

前台車ブレーキ
折損

料 後 減速機（後） ジ 後

➔ ➔

（脱落）
つなぎ棒 燃料タンク（後）下面 減速機（後）下面 減速機（前）下面 エンジン（後）下面

後台車全２軸
車輪の損傷

後台車第１軸脱線後部動力伝達
装置の損傷

動力ユニット ４両目後部 ５両目前部 ５両目後部 ６両目前部 ６両目後部 （タンク容量）

４両⽬ ５両⽬ ６両⽬後部動力ユニット 前部動力ユニット 後部動力ユニット 後部動力ユニット前部動力ユニット
（焼損）

列車進行方向

エンジン潤滑油 ３６Ｌ ８Ｌ ２Ｌ １Ｌ ０Ｌ 約４２Ｌ

エンジン冷却水 ８４Ｌ ０Ｌ ０Ｌ ０Ｌ ５０Ｌ 約５０Ｌ

変速機潤滑油 ５４Ｌ ８Ｌ １Ｌ ０Ｌ １Ｌ 約５０Ｌ

減速機潤滑油 ０Ｌ １１Ｌ １１Ｌ １１Ｌ １１Ｌ 約１３Ｌ

４両目後部及び５、６両目
動力ユニットの潤滑油、冷却水の量

※ 燃料(軽油)は、前部及び後部の合計値である。

減速機潤滑油 ０Ｌ １１Ｌ １１Ｌ １１Ｌ １１Ｌ 約１３Ｌ

油圧装置作動油 ９８Ｌ １１８Ｌ ９１Ｌ １０Ｌ ９８Ｌ 約９８Ｌ

燃料（軽油） 約７６０Ｌ ０ Ｌ ０ Ｌ 約５８０Ｌ×２



車両の焼損（概要）

（車両側面）

６両⽬ ５両⽬ ４両⽬ ３両⽬ ２両⽬ １両⽬

列車進行方向

後台車第１軸
脱線

列
車
進
行

列
車
進
行

列
車
進
行

列
車
進
行

列
車
進
行

列
車
進
行行

方
向

行
方
向

行
方
向

行
方
向

行
方
向

行
方
向（客室内）



６両目前部動力ユニットの焼損（概要）

（右側⾯）
黒く煤け、あるいは
白色化の範囲 列車進行方向

冷却装置

油圧電磁弁

油圧タンク

冷却装置

エンジン

空気圧縮機

発電機

油圧電磁弁油圧タンク

エンジン

冷却装置
白、濃褐色

焼損状況
ブレーキ
制御装置

蓄電池 空気
タンク

発電機

エンジン上面の状況

空気圧縮機

発電機

列車進行方向

静止型
電源装置

スイッチ箱

燃料
タンク

機関制御箱

空気清浄器

消音器

エンジン

油圧コントロールバルブ

油圧タンク

変速機

薄褐色、煤

消火器箱
空気圧縮機

空気
タンク

変速機

過給機

空気清浄器

白色化の範囲

機関制御箱 列車進行方向

空気タンク

変速機

エンジン下面の状況

消音

エンジン
発電機

消音器

空気清浄器

（左側⾯）
エンジン（シリンダーヘッドを外した状態）

エンジン

燃料
タンク

静止型
電源装置



事故発生直前の本件列車の走行状況

67k853m 67k742m68k290m 67k242m 列車停止位置
k

清⾵⼭信号場（67k280m）（←釧路駅方）

上り場内

本件列車の走行状況
（軌道回路リ

66k828m

列車進行方向 第１ニニウ
トンネル

（軌道回路名） １２イＴ １２ロＴ ２ＲＴ １１イＴ

第２ニニウ
トンネル 上り出発

信号機
下り出発
信号機

上り場内
信号機

１２イＴ進入 ５４分３５秒５

（軌道回路リレー
の動作記録）

２１時

分 秒

（軌道回路名） １２イＴ １２ロＴ ２ＲＴ １１イＴ

５４分４０秒

１２ロＴ進入 ５４分４９秒０

２ＲＴ進入 ５４分５２秒５

進

５５分００秒
１２ロＴ進出 ５４分５６秒５

１１イＴ進入 ５５分０８秒９

５５分２０秒

２ＲＴ進出 ５５分１３秒７

（時刻）



事故発生直後の主な経過

列車の乗務員 列車内 事故現場周辺 輸送指令

事態発生

時間経過

車掌は異音等を感じ
運転士に連絡 列車はトンネル内に停止

２７日
２２時００分ごろ

この頃、
６両目の乗客が列車

前方に移動を始めた
（その後、車掌が呼び掛け、

後３両の乗客が前３両に移動） トンネル外への
列車進出を指示

事態発生の
第一報を受信

運転士に連絡

車掌は車内への煙流
入を指令に報告

車掌は指令にトンネル

列車 内 停

運転士は指令に報告

列車は起動できず

２２時２０分ごろ

列車進出を指示

車掌は避難準備の この頃、
運転士は指令の指示で

客室内が停電
（引き続き、煙流入）

車掌 指令
外への乗客避難を問
合せ（指令は開扉を
待つよう応答）

列車は起動できず
（運転士は起動操作を

継続） 列車の乗務員と
断続的にやり取り

２２時２０分ごろ ため降車 運転士は指令の指示で、

列車の床下にてエンジン
始動を試行

指令との無線が通じ難く
なった

一部の乗客が自ら降車、
避難を始めた

２２時４０分ごろ

運転士、乗客のJR社員が開扉し、
乗客が降車、避難を始めた

車掌はトンネル出口
の状況を確認し、
列車に引返した

１１９番通報

２３時半ば
乗客、乗務員は、この頃
までにトンネル外に避難

状況の確認等

～～

～～

２８日
０時前後

JR施設社員が
現場着

救急隊が
現場着

～



脱線の過程について（1/4）

本事故は、減速機を減速機支え装置に保持してい本 故 、 機 機 装置 保
る減速機吊りピンが脱落した結果、減速機が垂下し、
それが軌道と激しくぶつかって脱線に至ったもので軌 線
あると考えられる。

本件列車の停止時には、５両目の後台車第１軸が第
脱線していたが、脱線は２度発生しており、最初の
脱線は、４両目の後台車全２軸で発生したものと考
えられる。



脱線の過程について（2/4）

（１）動力伝達装置の垂下
① ４両目後部の減速機を支える吊りピン（６① ４両目後部の減速機を支える吊りピン（６
８ｋ８７５ｍ付近で発見）の脱落により、減
速機は車軸を中心として前方に回転するよう速機は車軸を中心として前方に回転するよう
に垂下し、推進軸も下方へと傾いて自在継手
がブレーキつなぎ棒に接触した。がブレ キつなぎ棒に接触した。

② 回転しながら接触する自在継手によってブ
レーキつなぎ棒が破損し、自在継手が更に下レ キつなぎ棒が破損し、自在継手が更に下
方へ垂下することにより、自在継手が破損し
た。た。

③ 自在継手が破損したため、減速機と推進軸
が分離し、更に垂下した減速機がまくらぎにが分離し、更に垂下した減速機がまくらぎに
激しくぶつかった（６９ｋ２１７ｍ付近）。



脱線の過程について（3/4）

（２）最初の脱線最初 線
① 列車が事故現場付近の１２ロ分岐器（６７

ｋ８３５ｍ～８１９ｍ）を通過する際、垂下際 下
した減速機がポイント部のレールにぶつかっ
て、４両目の後台車の１軸が脱線した。

② その後、まくらぎ上に２条の線状の傷が認
められた２１分岐器付近（６７ｋ１５５ｍ付
近）で、同台車のもう一方の軸が脱線した。

③ 脱線した４両目の後台車全２軸は、１１イ
分岐器付近（６７ｋ０８１ｍ付近）で２軸と
も復線した。



脱線の過程について（4/4）

（３）２度目の脱線線
本件列車の停止直前に、垂下した減速機のカ

サ歯車が脱落して５両目後台車に衝突し、６７歯 落 両 後台 衝
ｋ０６５ｍ付近で同台車第１軸が脱線した。

現在、減速機吊りピンが脱落した原因については
調査中であるが、類似の構造を用いている車両にお
いて、同種の事故の再発を防止するためには、減速
機吊りピンの脱落に係わる不具合が生じないよう、
当該箇所の状態をより適切に管理することが望まれ
る。



脱線の過程（推定）
リードレール

推進軸
⾃在継⼿

減速機吊りピンの脱落
リードレール

ブレーキつなぎ棒

列車進行方向

減速機

列車進行方向

損傷したまくらぎ

(2) 最初の脱線（４両目後台車）

垂下した減速機の吊り部はレール面より低く、分岐器の
リードレールに接触、押し出され、４両目後台車の車輪が
レールに乗り上げて脱線

(1) 動力伝達装置の垂下

(3) ２度目の脱線（５両目後台車）

減速機が軌道に衝突し続け、カサ歯車が脱落
脱落したカサ歯車が５両目後台車に衝突して同台車第１

① ４両目後部の減速機を支える吊りピンの脱落により、減
速機が前方に回転するように垂下し、推進軸も下方に傾
いて自在継手がブレーキつなぎ棒に接触

② 回転しながら接触する自在継手によってブレーキつなぎ
棒が破損し 自在継手が更に下方 垂下して破損

脱落した４両⽬後部の減速機カサ⻭⾞

脱落したカサ歯車が５両目後台車に衝突して同台車第１
軸が脱線

棒が破損し、自在継手が更に下方へ垂下して破損

③ 減速機と推進軸が分離し、更に垂下した減速機がまくら
ぎに衝突



今後の調査事項

これまでに実施した調査事項について深度化を図調 化 図
るほか、引き続き次の事項について事実調査及び分
析を進める。析

① 動力伝達装置の垂下原因

② 火災 発生プ② 火災の発生プロセス

③ 避難誘導③ 避難誘導

④ その他


